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When KCl crystal is rapidly grown from the me1t， the crystal is c1eaved 
into fragments. It was previously reported that on these surfaces several 
step lines are observed， around which several macroscpic c1usters of optical 
defects are concentrated， 1n this paper， the concentration is studied in 
relation to the direction of the step line， as follows 
(1) the spectrum of the optical defect colony αis measured and the concen-
tration ofαon the step line is confirmed. (2) The spectrum ofαvaries 
according to the angle 0 between the direction of the step line and <100> 
direction. (3) Optical absorption depending on the impurity Pb also varies 
according to O. (4) Both O-dependences mentioned in (2) and (3) suggest us 
that the densities of various elementary defects are different with each other 
according to O. 
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( i )結品生長の様子と step線の配置とから，
step線は結晶中の subgrainboundaryであれその
方向は結晶生長方向を示している。
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Fig. 2 A monochromatic photograph (a) 
and the spectrum of various 
optical defect-colonies 
( i ) へき開した片を 353mμ の単色光で写真撮影




































































Fig. 3 The sample where scanning are 





























今回の測定は波長が 310mμ.340mμ. 460mμ の3
種類で，それより得られる刈の大略のスベクトルを
Fig.5(b)に示す。これによると θ=900，750について






わかるo したがってこの角 θをもってそれぞれ 81>






( i) 大略的には仰の変化と 11Bの変化はほぼ同
じ傾向をもっ，すなわち μsが大きいときは μBも大
きく， μsが小さL、ときは小さし、。
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ぼ一致しているo前報ではまた step線上で得られる mμ で照射したまま試料を連続移動して測った。この
吸収の形のーっとしてぜを得た。しかしこのときのス 場合 272mμ での backgroundは測定できないので，
ベクトルは，各波長による写真との模様の濃淡を比較 272mμ の近傍で，かつ特性吸収のない 260mμ での
して得られたもので非常に定性的議論となっており， 吸収値 μ260を測定して代用する。しかし，260mlで
したがって αとd との区別はあまり明確でないこと の吸収値と 272mμ での backgroundμf2T2との差は約
を述べた。この点からすると今回は step線上に分光 5%で一定であることが，これまでの実験から知られ
学的欠陥構造の一つの種類 α が集中して存在するこ ているので，今後 μ捌と書くべきところを 〆m と記
とを再確認するとともに，そのスベクトノレを定量的に して議論をすすめるO なお backgroundの波長特性
記述し得た。 なお Fig.4の凸部の半値幅は 10μ， が場所によって異なる可能性もあるので，参考として
step線の太さは 30μ のであるから，分光学的欠陥体 235mμ での値 μ235(特性吸収がなしつを測定した口
はほぼ step線上に限って高密度に分布していると考 なお吸収値確認のためにいくつかの特定の場所につい
えられるo て，それぞれ 272mμ 付近の吸収スベクトルを測定
また 4・1に述べたように波長によってスベクトル し，それより 272mμ 固有吸収 μ骨272と background































Fig. 6 An example of samples where the 
beam framed in the figure is scan-
ned over the sample in the direc-


























であると思われ， (B2) の仮定，すなわち μoc/くめが
成立する可能性を得るo
Ss=21・W




A2， Bl' B2' 4つの場合を仮定することは妥当であろ
うD
(A1) 272mμ 分光性欠陥は結晶中の step線の密な
部分に集中しやすく， μs;，μBであるために μSSS;;'I.tB 
SBが成立つと仮定しさらに簡単のためWが一定で
あるとすると，
忌=k1/，k1=2μs W/S ・H ・H ・イ3)





















前の 5・2では仮定 (B2) が適用し得る可能性を得
たので，それについてさらに詳しく検討する。
Fig. 6 (a)， (b)に μ と 0との関係を示す。グラフよ
り次のことがわかるo まず分光吸収の 0依存性は大略
的に2つの形式，すなわち μち72のもの(A型と呼ぶ〉











(iii) 曲線 AとBとの差に相当する曲線 Cを描く
5・3
Dependence of optical absorption on three assumption A1• A2' B2 l-AZ 
f.t* 272 I 1% 272 μm 
B2 Al 山川[ μ285 
× × × × × × O O O 
E ? ワ O ? 9 O ? ? O 
E ? × × ? ? ~ ? ~ O 
W 乙』 × × ? 乙』 O O ~‘ ~ 
V × × × ? × ? × ~ O 
μrET2 ?????
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た欠陥に，また 272mμ 吸収は不純物 Pbによる特定
の不純物欠陥にもとづくもので，両者において原因と
なる欠陥の種類が異なっている。一方 α の角度依存
性は， 900から 450 に移るにしたがって小さくなるに
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